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今月の表紙：盛岡市街地を望む
場所：岩手県盛岡市 https://www.mirokukai.ne.jp/

第46回全国統一研修会
いわて盛岡大会開催案内

大特集 北東北地方の魅力を徹底紹介!!

事務所訪問
税理士法人恒輝 八戸経営会計事務所

ウェブ会議のポイント解説

15

19

2

4

12

8
シリーズ企画

ミロクシステムQ&A
『会計大将』

会計人のリレーエッセイ
東北ミロク会計人会　植田 良実



■日程　令和4年10月13日（木）
■会場　ホテルメトロポリタン盛岡

【　 本　館　 】
〒020-0034 岩手県盛岡市盛岡駅前通1番44号

【NEW WING】
〒020-0033 岩手県盛岡市盛岡駅前北通2番27号
TEL : 019-625-1211

● 受 付 開 始：午後0時30分～ 1時45分
● 式 典・基 調 講 演 ：午後1時45分～ 4時00分
● 第1・2・3分科会：午後4時30分～ 6時00分
● 懇親パーティー：午後6時30分～ 8時30分
● 郷 土 物 産 展：午後0時30分～ 7時00分

■主催：ミロク会計人会連合会　■担当：東北ミロク会計人会　■協賛：株式会社ミロク情報サービス

■
時
間
：
午
後
1
時
45
分
～
4
時
00
分

■
会
場
：
N
E
W 

W
I
N
G 

4
階（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
ー
ル
）

■
講
師
：
脳
科
学
者
／
医
学
博
士
／
認
知
科
学
者

中な

か

の野 

信の

ぶ

こ子 

氏

「
ニ
ュ
ー
ロ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」

〜
消
費
者
の
深
層
心
理
を
探
る
〜

式
典
・
基
調
講
演

定
員
／
8
0
0
人
　
参
加
費
無
料

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
9
8
年 

東
京
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
卒
業

2
0
0
8
年 

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
脳
神
経
医
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

2
0
0
8
年 

フ
ラ
ン
ス
国
立
研
究
所
に
て
博
士
研
究
員
と
し
て
勤
務

2
0
1
0
年 

帰
国
。
研
究
・
執
筆
を
中
心
に
活
動

2
0
1
3
年 

東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
、
横
浜
市
立
大
学
客
員
准
教
授
に
就
任

2
0
1
5
年 

東
日
本
国
際
大
学
教
授
に
就
任

2
0
2
0
年 

京
都
芸
術
大
学
客
員
教
授
に
就
任

●
主
な
著
書

「
フ
ェ
イ
ク　

ウ
ソ
、ニ
セ
に
惑
わ
さ
れ
る
人
た
ち
へ
」小
学
館
新
書

「
世
界
の『
頭
の
い
い
人
』が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
一
冊
に
ま
と
め
て
み
た
」ア
ス
コ
ム

「
中
野
信
子
の
こ
ど
も
脳
科
学『
イ
ヤ
な
気
持
ち
』を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
！
」フ
レ
ー
ベ
ル
館

「
空
気
を
読
む
脳
」講
談
社
＋
α
新
書

「
科
学
が
つ
き
と
め
た『
運
の
い
い
人
』」サ
ン
マ
ー
ク
出
版　

他
多
数

●
メ
デ
ィ
ア
実
績

日
本
テ
レ
ビ「
バ
ン
キ
シ
ャ
」ご
意
見
バ
ン

テ
レ
ビ
朝
日「
大
下
容
子
ワ
イ
ド
！ 
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」毎
週
金
曜
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

N
H
K　

B
S
プ
レ
ミ
ア
ム「
英
雄
た
ち
の
選
択
」

フ
ジ
テ
レ
ビ「
ホ
ン
マ
で
っ
か
⁉ 

T
V
」　

他
多
数

現
在
、脳
や
心
理
学
を
テ
ー
マ
に
研
究
や
執
筆
の
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

科
学
の
視
点
か
ら
人
間
社
会
で
起
こ
り
う
る
現
象
及
び
人
物
を
読
み
解
く
語
り
口
に
定
評
が
あ
る
。

2月刊税理士事務所CHANNEL



■日程　10月14日（金）
メイプルカントリークラブ
〒020－0709　岩手県滝沢市大沢外山野1－1
TEL 019-684-5111
午前8時00分　OUT・IN同時スタート
※単位会対抗戦開催
●2016年アリナミンVカップ

～東北の新・世界遺産・大自然、
三陸復興の軌跡を辿る3日間の旅～
10月14日（金）→10月16日（日）

懇親ゴルフ大会 記念旅行

定
員
／
2
0
0
人
　
参
加
費
無
料

定
員
／
2
5
0
人
　
参
加
費
無
料

定
員
／
2
5
0
人
　
参
加
費
無
料

第

3

分

科

会

第

2

分

科

会

第

1

分

科

会
■
時
間：午
後
4
時
30
分
～
6
時
00
分

■
会
場：N
E
W 

W
I
N
G 

11
階（
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
）

■
講
師：株
式
会
社
オ
ガ
ー
ル
　
代
表
取
締
役

岡お

か

ざ

き崎 

正ま

さ

の

ぶ信 

氏

■
時
間：午
後
4
時
30
分
～
6
時
00
分

■
会
場：N
E
W 

W
I
N
G 

3
階（
星
雲
）

■
講
師：前
岩
手
県
遠
野
市
長

本ほ

ん

だ田 

敏と

し

あ

き秋 

氏

■
時
間：午
後
4
時
30
分
～
6
時
00
分

■
会
場：本
館
4
階（
岩
手
）

■
企
画
運
営：ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会
／
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

「
町
の
未
来
を

「
町
の
未
来
を

こ
の
手
で
つ
く
る
」

こ
の
手
で
つ
く
る
」

「
震
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

「
震
災
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

考
え
る
」

考
え
る
」
～～
縁縁え

に
し

え
に
し

が
結
ぶ
復
興
へ
の

が
結
ぶ
復
興
へ
の
絆絆
～～

D
X
D
X
？
電
子
化
？
っ
て
何
な
の

？
電
子
化
？
っ
て
何
な
の

今
知
る
べ
き
、税
理
士
の
た
め
の

今
知
る
べ
き
、税
理
士
の
た
め
の

「
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス・電
帳
法
へ
の
取
り
組
み
」

「
電
子
イ
ン
ボ
イ
ス・電
帳
法
へ
の
取
り
組
み
」

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
2
年
岩
手
県
紫
波
町
出
身
。
日
本
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
、
東
洋
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
公
民
連
携
専
攻
修
了
。
地
域
振
興
整
備
公
団（
現
：
都
市
再
生
機
構
）

入
団
後
、
建
設
省
都
市
局
都
市
政
策
課
な
ど
で
地
域
再
生
業
務
に
従
事
。
現
在
は
オ
ガ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
枢
で
あ
る
㈱
オ
ガ
ー
ル（
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
）、
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ

㈱
、 

オ
ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
㈱
代
表
取
締
役 

と
し
て
、
紫
波
町
の
公
民
連
携
事
業
を
企
画
推

進
し
て
い
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「 
2
0
1
3
年
土
地
活
用
モ
デ
ル
大
賞
」に
お
い
て
、

最
高
賞
の
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
注
目
を
集
め
て
お
り
、
全
国
各
地
の
地

域
づ
く
り
指
導
・
講
演
活
動
に
奔
走
し
て
い
る
。
2
0
1
8
年
建
築
学
会
賞
業
績
賞
受
賞 

。

株
式
会
社
オ
ガ
ー
ル　

代
表
取
締
役
、
オ
ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
、
オ

ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
、
株
式
会
社
吉
本
・
オ
ガ
ー
ル
地
方
創
生
ア

カ
デ
ミ
ー　

代
表
取
締
役
。

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

神
奈
川
大
学
法
学
部
卒
。
1
9
7
0
年（
昭
和
45
年
）
岩
手
県
庁
入
庁
。
消
防
防
災
課
長
、

工
業
振
興
課
長
、
企
画
調
整
課
長
、
久
慈
地
方
振
興
局
長
な
ど
を
経
て
2
0
0
2
年（
平

成
14
年
）の
旧
遠
野
市
長
選
で
初
当
選
。
2
0
0
5
年（
平
成
17
年
）の
合
併
に
伴
う
新
市
長

選
に
無
投
票
当
選
。
市
長
と
し
て
通
算
5
期
19
年
6
カ
月
務
め
た
。「
30
年
以
内
に
99
％
」

の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
た
宮
城
県
沖
地
震
に
よ
る
津
波
災
害
、
遠
野
市
は
地

理
的
条
件
な
ど
を
活
か
し
、
震
災
前
よ
り
災
害
時
の
後
方
支
援
拠
点
と
し
て
全
国
で
も
類

を
見
な
い
大
規
模
訓
練「
み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト
2
0
0
8
」が
行
わ
れ
、
機
能
強
化
を
図
っ

て
き
た
。「
後
方
支
援
拠
点
構
想
」は
実
現
す
べ
き
確
か
な
計
画
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ま
さ
に

「
構
想
」か
ら「
実
践
」、
そ
し
て「
カ
タ
チ
」と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
で

は
市
と
し
て
官
民
一
体
の
指
揮
を
執
り
沿
岸
被
災
地
の
後
方
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

巷
に
溢
れ
る「
D
X
」と
い
う
文
字
。
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
へ

の
対
応
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
移
行
、
そ
れ
が
さ
ら
に
デ
ジ
タ

ル
イ
ン
ボ
イ
ス
に
? 

納
税
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
は
税
理
士
の

業
務
に
改
正
済
み
⁉ 

待
っ
た
無
し
に
迫
り
来
る
新
た
な
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
大
変
動
に
税
理
士
・
会
計
事
務
所
の
業
務
は
ど
う
変
わ

る
の
か
? 

モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
疑
問
を
具
体
的
に
M
J
S
ソ
フ
ト
を

見
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
が
疑
問
を
ぶ

つ
け
つ
つ
、
M
J
S
ソ
フ
ト
は
何
を
ど
こ
ま
で
や
っ
て
く
れ
る
の

か
を
分
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま
す
。

※詳細はパンフレットをご覧ください。

3 月刊税理士事務所CHANNEL



第46回全国統一研修会 いわて盛岡大会開催記念企画

北東北地方の魅力を徹底紹介 !!大特集

北東北とは北東北とは
本州の最北部、東北地方の 3県からなる地域です。東北の脊

せきりょう

梁・奥羽山脈は青森県夏泊半島から南西 500km先の栃木県
那須岳にまで及ぶ火山帯で、この山脈を境に太平洋側と日本海側で異なる気候や地形の違いを活かした産業が発展していま
す。例えば、八甲田山（青森県）の日本海側には津軽平野が広がり、全国屈指のリンゴの栽培地となっています。また、奥
羽山脈と出羽山地の間にある秋田県の横手盆地は国内有数の穀倉地帯で「あきたこまち」の主産地です。太平洋側は三陸沖・
常磐沖の豊かな漁場に恵まれ、岩手県の三陸海岸沿いには 98の漁港と 6つの港湾が点在しています。また、リアス式海岸
を活かしたホヤやカキ、ワカメなどの養殖業も盛んです。

北東北地方
エリア
MAP

青森県はこんなところ
■方言の特徴：津軽弁、南部弁、下北弁の3
種類に分類される。例えば、「私」は津軽弁
で「わ」「おら」、南部弁で「わぁ」「おら」「お
れ」、下北弁で「わい」「わら」「わ」。特に下北
弁は南部、津軽とも違う独自の表現が多
い。■県のキャッチコピー：活彩あおもり
■県が誇る№1：りんご収穫量、人口10万
人当たりの公衆浴場数、いか類漁獲量、ブ
ナ蓄積量■県のキャラクター「いくべぇ」
について：青森を気に入り住みついた妖精
で、りんごの花の帽子と世界遺産白神山地
のブナの葉の尻尾がチャームポイント。

秋田県はこんなところ
■方言の特徴：大きく北部、中央、南部
の3地域に分類される。母音の区別が
曖昧で「すし」は「すす」、「いき」は「え
き」となる。「食べな」が「け」、「食べる」
が「く」など、短い表現が多いのも特徴。
■県のキャッチコピー：んだ。んだ。秋
田。■県が誇る№1：重要無形文化財の
件数、杉の人工林面積、風力発電導入
量、理容所・美容所の数■県のキャラク
ター「んだッチ」について：近未来から
秋田をPRするためにやって来た、なま
はげ型の子どもロボット。

岩手県はこんなところ
■方言の特徴：県北（二戸）、県央（盛岡）、
県南（奥州）、沿岸（宮古）、気仙（大船渡）の
５つの地域に分類される。NHK連続テ
レビ小説『あまちゃん』で一躍有名になっ
た「じぇじぇじぇ」は驚きや感動を表す久
慈市小袖地区の方言。■県のキャッチコ
ピー：黄金の國、いわて。■県が誇る№1：
木炭出荷量、漆の出荷量、りんどう出荷量
■県のキャラクター「そばっち」につい
て：「わんこきょうだい」のメインキャラク
ターで、県を代表するおもてなしの食材

「わんこそば」がモチーフ。

青森県のキャラクター「いくべぇ」

秋田県のキャラクター「んだッチ」
©2015 秋田県んだッチ R040015

岩手県のキャラクター「そばっち」
©いわて観光キャンペーン推進協議会

青森県青森県

秋田県秋田県 岩手県岩手県

4月刊税理士事務所CHANNEL



青
森
県

秋
田
県

〈
観
光
ス
ポ
ッ
ト
〉

●
十
和
田
湖

開
放
的
な
大
パ
ノ
ラ
マ

が
広
が
る
雄
大
な
湖
。
湖
の
周
辺
に
は
ブ
ナ

な
ど
の
自
然
林
が
広
が
り
、
夏
は
新
緑
、
秋

は
紅
葉
、
冬
は
銀
世
界
の
森
と
四
季
折
々
の

風
景
が
湖
面
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
湖
に
突

き
出
し
た
中
山
半
島
に
あ
る
「
十
和
田
神
社
」

は
龍
神
信
仰
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

●
弘
前
城

弘
前
公
園
の
中
に
あ
る
日
本
最
北
端
の
天

守
で
、
城
門
や
櫓
、
濠
な
ど
の
遺
構
が
当
時

の
姿
を
留
め
て
い
ま
す
。
日
本
屈
指
の
桜
の

名
所
と
し
て
有
名
で
す
が
、
秋
は
豪
華
絢
爛

な
菊
人
形
が
並
ぶ
「
弘
前
城
菊
と
紅
葉
ま
つ

り
」、
冬
は
「
弘
前
城
雪
燈
籠
ま
つ
り
」
な
ど

季
節
ご
と
の
美
し
さ
を
楽
し
め
ま
す
。

●
ね
ぶ
た
の
家 

ワ
・
ラ
ッ
セ

通
年
で
ね
ぶ
た
祭
の
歴
史
や
魅
力
を
余
す

と
こ
ろ
な
く
紹
介
す
る
施
設
で
す
。
1
階
の

吹
き
抜
け
に
な
っ
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
大
型
ね

ぶ
た
が
常
設
展
示
さ
れ
て
お
り
、
祭
の
世
界

を
リ
ア
ル
に
体
感
で
き
ま
す
。
2
階
の
「
ね

ぶ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
映
像
な
ど
で
ね

ぶ
た
祭
の
起
源
や
歴
史
な
ど
を
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
観
光
ス
ポ
ッ
ト
〉

●
秋
田
犬
の
里

大
館
市
生
ま
れ
の
忠
犬

ハ
チ
公
が
飼
い
主
を
待
ち
続
け
た
、
大
正
時

代
の
渋
谷
駅
の
駅
舎
が
モ
デ
ル
。
同
館
に
は
、

秋
田
犬
の
特
徴
や
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
秋
田

犬
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
秋
田
犬
を
見
学
で
き
る

秋
田
犬
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。
観
光
案
内
所

も
併
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
周
辺
の
観
光
の

拠
点
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

●
元
滝
伏
流
水

鳥
海
山
の
溶
岩
の
末
端
崖
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
流
れ
落
ち
て
い
る
湧
き
水
が
滝
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
規
模
は
落
差
約

5
m
、
幅
約
30
m
、
水
温
は
一
年
を
通
じ
て

10
℃
ほ
ど
。
周
辺
に
は
霧
が
立
ち
込
め
、「
白

い
カ
ー
テ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
幻
想
的
な
景
色

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
西
馬
音
内
盆
踊
り

日
本
三
大
盆
踊
り
の
一
つ
と
称
さ
れ
る
。

〈
食
べ
物
と
お
土
産
〉

●
の
っ
け
丼

青
森
市
民
の
台
所
、
古
川
市
場
・
青
森
魚

菜
セ
ン
タ
ー
の
名
物
。
市
場
内
を
自
由
に
ま

わ
っ
て
、
新
鮮
な
魚
介
類
、
惣
菜
、
地
元
の

特
産
品
や
名
物
な
ど
を
好
き
な
分
だ
け
、
て

ん
こ
盛
り
に
の
っ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

リ
ン
ゴ
生
産
量
日
本
一
の
青
森
県
の
リ
ン

ゴ
ス
イ
ー
ツ
は
ピ
カ
イ
チ
。
弘
前
市
内
の
ケ

ー
キ
屋
や
喫
茶
店
が
提
供
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
を
紹
介
す
る
「
弘
前
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
は
必
見
で
す
。
弘

前
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
H
P
か
ら

無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
十
和
田
バ
ラ
焼
き

牛
バ
ラ
肉
と
ス
ラ
イ
ス
し
た
タ
マ
ネ
ギ
を

鉄
板
の
上
で
醤
油
ベ
ー
ス
の
甘
辛
い
タ
レ
で

炒
め
た
十
和
田
市
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
す
。

戦
後
、
三
沢
米
軍
基
地
前
の
屋
台
で
生
ま
れ

爆
発
的
に
広
ま
り
ま
し
た
。
市
内
40
以
上
の

店
で
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
さ
れ
て
お
り
、

店
舗
ご
と
に
独
自
の
味
が
あ
り
ま
す
。

道
路
に
篝か
が
り
び火
を
点
け
、
そ
れ
を
囲
う
よ
う
に

踊
り
子
た
ち
が
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
期
間

は
8
月
16
日
か
ら
3
日
間
。
羽
後
町
内
に
は

西
馬
音
内
盆
踊
り
会
館
が
あ
り
、
通
年
で
衣

装
展
示
や
映
像
視
聴
を
楽
し
め
ま
す
。

〈
食
べ
物
と
お
土
産
〉

●
鶏
め
し
弁
当

J
R
大
館
駅
前
の
「
花
善
」
の
名
物
弁
当
。

秘
伝
の
ス
ー
プ
で
炊
い
た
ご
飯
と
、
甘
辛
く

煮
た
国
産
鶏
肉
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
が
人
気

で
す
。
最
近
は
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
販
売
さ

れ
る
な
ど
、
国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

●
天
然
岩
ガ
キ

夏
の
秋
田
の
代
表
食
材
。
産
地
の
ひ
と
つ
、

に
か
ほ
市
で
は
毎
年
6
月
上
旬
か
ら
産
地
ご

と
に
順
次
漁
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
鳥
海
山
の

伏
流
水
で
育
っ
た
岩
ガ
キ
は
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

で
身
も
プ
リ
ッ
プ
リ
。
生
は
も
ち
ろ
ん
、
焼

い
て
も
揚
げ
て
も
絶
品
で
す
。

●
西
馬
音
内
そ
ば

「
冷
や
が
け
」
が
特
徴
で
、
羽
後
町
内
の

7
店
舗
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。
江
戸
時
代
創
業

の
「
弥
助
そ
ば
や
」
が

ル
ー
ツ
と
さ
れ
、
味
を

競
う
よ
う
に
町
内
に
そ

ば
文
化
が
広
が
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
食
べ

比
べ
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

十和田湖

秋田犬の里

十和田バラ焼き

天然岩ガキ

西馬音内盆踊り

のっけ丼
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岩
手
県

〈
観
光
ス
ポ
ッ
ト
〉

●
世
界
遺
産
「
平
泉
」

中
尊
寺
、
毛
越
寺
、

観
自
在
王
院
跡
、
無
量
光
院
跡
、
金
鶏
山
の

5
つ
の
構
成
遺
産
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
尊
寺
は
慈
覚
大
師
円
仁
が
開
山
し
、
後

に
藤
原
清
衡
公
が
多
く
の
堂
塔
を
造
営
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
前
九
年
・
後
三
年
の
役
で
亡

く
な
っ
た
人
々
の
霊
を
敵
味
方
な
く
な
ぐ
さ

め
、
仏
国
土
の
建
設
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

●
龍
泉
洞

日
本
三
大
鍾
乳
洞
の
一
つ
で
国
の
天
然
記

念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
延
長
は

4
0
8
8
m
、
洞
内
の
奥
底
か
ら
数
カ
所
に

わ
た
っ
て
清
水
が
湧
き
出
て
お
り
地
底
湖
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
第
3
地
底
湖
は

水
深
98
m
と
深
い
上
に
透
明
度
が
高
く
、
目

が
覚
め
る
よ
う
な
青
さ
が
神
秘
的
で
す
。

●
三
陸
復
興
国
立
公
園

青
森
県
八
戸
市
か
ら
宮
城
県
石
巻
市
ま
で

の
太
平
洋
沿
岸
に
広
が
る
国
立
公
園
。
断
崖

絶
壁
の
自
然
景
勝
地
・

北
山
崎
を
洋
上
か
ら
満

喫
で
き
る
北
山
崎
断
崖

ク
ル
ー
ズ
観
光
船
や
赤

松
林
に
囲
ま
れ
た
黒
崎

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
＆

黒
崎
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
人
気
で
す
。

〈
食
べ
物
と
お
土
産
〉

●
盛
岡
三
大
麺
（
盛
岡
冷
麺
・
盛
岡
じ
ゃ
じ

ゃ
麺
・
わ
ん
こ
そ
ば
）

ツ
ル
ッ
と
し
た
食
感
、
コ
シ
の
強
い
麺
が

魅
力
の
「
盛
岡
冷
麺
」、
温
か
い
平
麺
の
上
に

キ
ュ
ウ
リ
や
ネ
ギ
、
特
製
肉
み
そ
を
全
体
に

よ
く
か
ら
め
て
食
べ
る
「
盛
岡
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
」、

茹
で
た
て
の
そ
ば
を
椀
に
盛
っ
て
お
も
て
な

し
す
る
「
わ
ん
こ
そ
ば
」
は
盛
岡
を
代
表
す

る
三
大
麺
で
す
。

●
餅
料
理

県
南
地
方
に
は
冠
婚
葬
祭
や
農
作
業
の
節

目
な
ど
に
餅
を
つ
い
て
振
る
舞
う
文
化
が
根

付
い
て
い
ま
す
。
あ
ん
こ
や
雑
煮
、
大
豆
を

す
り
潰
し
た
「
ず
ん
だ
」、
沼
エ
ビ
や
川
エ
ビ

を
餅
に
か
ら
め
た
「
エ
ビ
餅
」
な
ど
3
0
0

種
類
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
南
部
鉄
器

1
9
5
9
年
、
古
く
か
ら
鉄
鋳
物
の
歴
史

を
持
つ
盛
岡
と
奥
州
の
組
合
が
共
同
で
「
南

部
鉄
器
」
に
ブ
ラ
ン
ド
を
一
本
化
し
、
販
路

の
拡
大
に
成
功
し
ま
し
た
。
南
部
鉄
器
の
鉄

瓶
や
鉄
鍋
、
急
須
を

使
う
と
、
人
体
に
不

可
欠
な
鉄
分
を
補
給
で

き
る
と
い
う
う
れ
し
い

効
果
も
あ
り
ま
す
。

龍泉洞の第3地底湖

わんこそば

毛越寺

◆世界文化遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」
2021年7月27日に世界文化遺産に登録されました。北海道6遺跡、青森県8遺跡、岩手県1遺跡、秋田県2遺跡の計17遺跡
で構成されており、縄文時代の人々の生活、精神文化を今に伝えています。

●青森県
亀ケ丘石器時代遺跡（つがる市）
1887年 に 発 掘 さ れ た 左 脚 を 欠
い た 大 型 土 偶（ 国 重 要 文 化 財 ）は

「遮
し ゃ こ う き ど ぐ う

光器土偶」の名称の由来となった
ことで知られています。岩木川沿岸の
標高7 ～ 18mの丘陵上に土

ど こ う ぼ

坑墓が多
数群集し、長期間にわたり祖先崇拝が
行われていたことが分かっています。

●秋田県　伊
い せ ど う た い

勢堂岱遺跡（北秋田市）
自然石を環状に並べた直径30m以上
の4つの環状列石が見つかっていま
すが、このような例は他では見られま
せん。周辺からは土偶、動物形土製品、
鐸形土製品、岩版類、三脚石器、石剣類
などが多数出土しており、共同墓地で
あるとともに、祭祀・儀礼の空間でも
あったと考えられています。

●岩手県　御所野遺跡（一戸町）
発掘調査から7万5000㎡の面積に
1000棟以上の住居があったことが分
かっています。盛土からは焼かれたシ
カ、イノシシなどの動物骨、さらに祭
祀遺物と考えられる土偶、土製品など
が集中的に出土しており、火を使用し
た祭祀が繰り返し行われていたこと
を示しています。

column 1
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◆北東北の百名山
文筆家で登山家であった深田久弥氏が実際に登頂した山から100座を選んだ『日本百名山』から、北東北の名峰をご紹介。山
の周辺には温泉や宿泊施設も充実しています。

●青森県　岩木山
標高1625m、津軽平野の中心にそび
え立ち「津軽富士」と呼ばれています。
山頂からは同じ県内の名峰・八甲田山
や白神岳、津軽海峡などの雄大な展望
が楽しめます。山の8合目までは車で
上れる有料道路があり、さらにリフト
で9合目まで行けるなど登山初心者
でも楽しめます。

●秋田県　八幡平
秋田県と岩手県境にまたがる八幡平
は原生林や高山植物が広がる高原状
火山台地で、約40もの火山が集まっ
ています。八幡平の山頂と八幡沼を巡
るトレッキングコースは遊歩道も整
備されており、2、3時間ほどの歩行
時間で高山植物や森林景観を楽しむ
ことができます。

●岩手県　岩手山
　標高2038mで県内最高峰、盛岡市
の西北盛岡平野の真ん中にどっしり
と構えた大型の活火山で、「南部片富
士」の名で親しまれています。登山道
として人気が高いのは滝沢市の馬返
しから出発する柳沢コース。往復の歩
行時間は10時間ほどかかります。

column 2

　全国統一研修会 いわて盛岡大会。
岩手県盛岡市での開催は今回が初め
てとなります。東北ミロク会計人会
会員の先生方にお力添えいただきな
がら、MJS仙台支社・盛岡支社メン
バーも準備に取り組んでおります。
北東北3県（青森・秋田・岩手）の魅力
を十二分にお伝えできる大会となり
ます。全国の皆様のご参加を心より
お待ち申し上げます。

　MJS 仙台支社では、東北 6 県の
先生方と 13 年ぶりの東北大会を成
功させるべく取り組んでおります。
初めての盛岡開催ということもあ
り、東北地方全体の魅力を全国の皆
様にご認識いただく大会となるよ
うにしていきます。ぜひとも多くの
皆様方のご参加をお待ちしており
ます。

　MJS盛岡支社では、全国各地から
皆様にお越しいただけるよう、そし
て心から楽しんでいただけるよう東
北会の先生方と協力しながら、大会
の準備を進めております。平泉・三内
丸山遺跡などの世界遺産、奥入瀬渓
流・八幡平の紅葉・リアス式海岸など
見所たくさんの北東北です。全国の
皆様のご参加を心よりお待ち申し上
げております。

東北会はこんな組織 !!
　東北ミロク会計人会（東北会）は、青森県・秋田県・岩手県の北地区と宮城県・
山形県・福島県の南地区、東北6県2地区で構成されています。MJS仙台支
社に事務局を置き、メインの活動は東北税理士会認定の所長職員研修の実施、
会員同士の親睦を深めるためのゴルフコンペや懇親会を随時開催しておりま
す。また、今後は会報誌を創刊し、東北会の活動をさらに活発にするために会
員の皆様への情報発信を行っていきます。

左：コロナ前の懇親会の模様
右：ゴルフコンペの模様

MJS北東圏統括部長
齊藤 公

MJS仙台支社長
櫻井 和宏

MJS盛岡支社長
南 仁裕
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ウ
ェ
ブ
会
議
で
は
参
加
者
に

大
き
め
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
促
す

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

普
及
し
た
こ
と
で
、
ウ
ェ
ブ
会
議
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
本
が
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
は
多
く
の
場
合
、
ウ
ェ
ブ
会
議
に

用
い
る
ツ
ー
ル
や
機
能
を
使
い
こ
な
し
て
効

率
的
に
会
議
を
進
め
る
方
法
論
が
説
か
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
「
便
利
な
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
を
使
え
ば
会
議
が
効
率
的
で
有

意
義
な
も
の
に
な
る
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画
面
越
し
に

行
わ
れ
る
ウ
ェ
ブ
会
議
で
は
話
し
や
す
い
雰

囲
気
づ
く
り
や
気
楽
な
発
言
や
会
話
が
難
し

い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ
会
議
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
※
に
は
、
リ
ア
ル
会
議

以
上
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す

る
た
め
の
工
夫
や
気
配
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
ウ
ェ
ブ
会
議
に
お
い
て
「
人
の
発

言
を
じ
っ
と
聞
く
」
姿
勢
は
、「
銅
像
の
よ

う
に
固
ま
っ
て
い
る
姿
」
に
映
っ
て
し
ま
い
、

動
き
が
な
い
と
「
パ
ソ
コ
ン
が
フ
リ
ー
ズ
し

て
し
ま
っ
た
の
か
な
」「
ち
ゃ
ん
と
聞
こ
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
他
の
参
加
者
に
心
配

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
大
事
に
な

っ
て
く
る
の
が
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
参

加
者
に
で
き
る
だ
け
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
る

よ
う
促
す
こ
と
で
す
。
私
自
身
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
際
に
は
、
話
し
合
い
の

初
め
に
必
ず
「
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
普
段
の
2

倍
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
伝
え
ま
す
。
そ
れ

に
加
え
て
、
話
し
合
い
の
途
中
で
「
共
感
し

た
人
は
拍
手
を
し
て
く
だ
さ
い
」「
分
か
っ
た

人
は
O
K
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
い

っ
た
具
合
に
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
促
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
工
夫
で
「
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
２
倍
」
が
当
た
り
前
に
な
れ
ば
、
リ

ア
ル
な
会
議
で
も
大
き
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で

話
を
聴
く
癖
が
つ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

※
会
議
が
円
滑
に
進
行
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
役
割

話
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
の
た
め

「
環
境
整
備
」
も
重
要

な
る
べ
く
リ
ア
ル
で
の
会
議
と
同
様
の
環

境
を
つ
く
っ
て
参
加
者
同
士
が
話
し
や
す
く

す
る
こ
と
も
非
常
に
重
要
で
す
。
最
も
良
く

な
い
の
は
、
参
加
者
の
画
面
が
薄
暗
か
っ
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
不
十
分
で
画

面
が
粗
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
す
る
こ

と
。
薄
暗
く
て
粗
い
画
面
の
向
こ
う
に
い
る

顔
も
よ
く
見
え
な
い
人
物
が
相
手
で
は
、
満

足
に
会
話
も
で
き
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
整
え
る
の
は
当
然
と
し
て
、
私
が

ウ
ェ
ブ
会
議
を
主
催
す
る
際
に
は
「
と
に
か

く
照
明
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
者

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
自
身

は
6
畳
間
に
24
畳
用
の
メ
イ
ン
ラ
イ
ト
を
付

け
て
い
る
他
、
正
面
と
左
右
で
計
3
つ
の
リ

ン
グ
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
画
面
の
明
る
さ
と
同
様
、
音

声
を
ク
リ
ア
に
す
る
努
力
も
怠
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
努
力
と
い
っ
て
も
事
は
簡
単
で
、

外
付
け
の
マ
イ
ク
を
導
入
す
る
だ
け
で
パ
ソ

コ
ン
の
内
蔵
マ
イ
ク
と
は
聞
き
や
す
さ
、
明

瞭
さ
が
段
違
い
に
な
り
ま
す
。
相
手
の
表
情

や
目
・
口
の
動
き
な
ど
が
リ
ア
ル
会
議
よ
り

も
分
か
り
づ
ら
く
、
互
い
の
発
言
や
動
き
が

参
加
者
に
伝
わ
る
ま
で
に
微
妙
な
タ
イ
ム
ラ

グ
が
生
じ
る
ウ
ェ
ブ
会
議
。
そ
う
し
た
数
々

ウェブ会議のポイント解説
コロナ禍を契機に、対面ではなくウェブで会議をする機会が増えた方も多いかと思います。対面とは違い、

会話をするだけでも苦慮する場合があり、スムーズにコミュニケーションを図るには工夫が必要です。また、会議システムによって
便利な機能もあります。そこで、一般社団法人会議ファシリテーター普及協会代表理事を務める釘山 健一氏に、

「会議ファシリテーション」のノウハウとウェブ会議をスムーズに進めるポイントをレクチャーしていただきます。

シリーズ企画 Special issue

釘山 健一 氏

トリプルキャリア（教員、営業
マン、市民活動スタッフ）に基
づき、「会議を変えると社会が
変わる」と確信。 参加者の主体
性と可能性を引き出す〝合意形
成型会議〟の新たな会議手法を
構築する。現在、企業・行政の
ファシリテーター養成人とし
て精力的に活動。年間100本の
講座実績を持つ。

会議ファシリテーター養成人、
一般社団法人会議ファシリテーター
普及協会 代表理事

8月刊税理士事務所CHANNEL



の
弱
点
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
便
利
な
機
能

よ
り
も
ま
ず
は
環
境
整
備
、
こ
れ
を
心
が
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
意
形
成
を
経
て

結
論
に
至
る
た
め
に

こ
う
し
た
細
か
な
工
夫
は
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
こ
こ
か
ら
は
さ
ら
に
大
前
提
と
し

て
「
そ
も
そ
も
会
議
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
何
か
」
を
あ
ら
た
め
て
考
え
な
が
ら
、

ウ
ェ
ブ
会
議
な
ら
で
は
の
注
意
点
や
機
能
の

活
用
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。数

年
前
か
ら
会
議
を
効
率
的
で
有
意
義
な

も
の
に
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
と
し
て
「
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
欧
米
で
生
み
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
日
本
で
導

入
し
て
も
思
う
よ
う
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
何
し
ろ
日
本
と
欧
米
と
で

は
、
会
議
参
加
者
の
性
質
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
大
ま
か
に
言
う
と
、
欧
米
人
が
「
自

分
か
ら
発
言
す
る
、
論
理
的
に
話
す
こ
と
に

慣
れ
て
い
る
」
の
に
対
し
、
日
本
人
は
「
自

分
か
ら
発
言
し
な
い
、
感
覚
で
話
す
こ
と
が

多
い
」
の
が
特
徴
。
欧
米
型
の
会
議
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
当
然
、
主
体
的
に
意
見
を

発
信
す
る
人
が
集
ま
る
会
議
で
使
う
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
た
め
、
日
本
人
に
は
馴
染
ま

な
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
の
で
す
。
そ
こ
で
、

各種ウェブ会議ツールの特徴

Zoom Microsoft Teams

Google Meet

Cisco Webex Meetings

Slack

この数年のリモートワークの普及を背景に、様々なウェブ会議ツールが台頭しています。

釘山氏のお勧めは「一般的に広く使われていて、使いやすい」Zoom。

この他、代表的なものをいくつか紹介したいと思います。

国内で最も有名なウェブ会議ツール。何より認
知度・普及率が高く、多くの人が既に使い方を知っ
ているので、スムーズにウェブ会議を始められ
るのが大きな強みです。ホスト以外は特に情報
登録をしなくても気軽に会議に参加することが
できます。

Microsoft社が運営する「Office 365」のチームコ
ラボレーションサービス。ウェブ会議に必要な
機能が揃っているのはもちろん、「Word」「Excel」
といったオフィス製品と連携できるのが特徴で、
リアルタイムで生産性の高い協働作業を行うこ
とが可能です。

Google社が提供するコミュニケーションツール。
チャットやグループでのビデオ通話（同時に最大
10人まで）などが無料で利用できる他、Googleド
キュメントの共同編集が可能です。Gmailアプリ
からすぐにビデオ会議を開始でき、参加者も招
待メールのリンクをタップするだけで参加でき
ます。

アメリカのシスコシステムズが提供する、世界
で最も使われているウェブ会議システム。使い
勝手や仕様はZoomと似ていると言われ、Zoom
同様、ウェブ会議に必要な機能を過不足なく備
えています。また、暗号化技術を用いたセキュ
リティの高さに定評があり、安全性を特に重視
する企業によく選ばれています。

世界中で人気のビジネスチャットツール。無
料ビデオ通話や画面共有にも対応しています
が、最も大きな特徴は幅広い外部アプリとの
連携が可能であること。複数のアプリを起動
させなくてもSlack上でスケジュール確認や
メール送受信といった作業を行うことができ
ます。

9 月刊税理士事務所CHANNEL



バ
ー
は
リ
ア
ル
会
議
よ
り
さ
ら
に
減
ら
し
、

最
大
3
人
ま
で
と
す
る
の
が
ベ
タ
ー
だ
と
思

い
ま
す
。
な
お
、
ウ
ェ
ブ
会
議
用
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ツ
ー
ル
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
が
複

数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
う
た
め

の
機
能
が
備
わ
っ
て
お
り
、
ご
く
簡
単
に
そ

の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
Z
o
o
m
で
あ
れ
ば
、
事
前
に
「
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
機
能
」
を
有
効
に

し
て
お
き
、
会
議
が
始
ま
っ
た
ら
下
部
の

「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
ア
イ
コ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
、
各
ル
ー
ム
の
人
数
や
メ
ン
バ

ー
、
ル
ー
ム
名
な
ど
を
決
め
て
い
く
だ
け
で

す
。
と
て
も
便
利
な
機
能
な
の
で
、
ぜ
ひ
使

っ
て
み
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
紙
に
書
き
だ
さ
せ
る
工
夫

参
加
者
が
「
言
い
た
い
こ
と
を
十
分
に
言

え
て
い
な
い
」
と
い
う
不
満
感
を
抱
え
て
い

る
会
議
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
体

感
も
満
足
感
も
生
み
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
リ
ア
ル
会
議
で
は
「
全
員
発
言
」
に
つ

な
が
る
よ
う
「
付
箋
」
を
活
用
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
が
、
ウ
ェ
ブ
会
議
で
は

こ
れ
が
使
え
な
い
た
め
、
付
箋
の
代
わ
り
に

A
4
の
紙
な
ど
に
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
書

き
だ
さ
せ
る
こ
と
で
「
参
加
者
の
主
体
性
や

可
能
性
を
引
き
出
す
」
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
ず
3
分
ほ
ど
時
間
を
と
っ
て
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
が
テ
ー
マ
か
ら
思
い
つ
く
こ
と

を
手
元
の
紙
に
書
き
記
す
の
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。
そ
し
て
全
体
の
話
し
合
い
に
移
る
前
に

参
加
者
を
3
人
以
下
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
話
し
合
う
、
と
い
う
時
間
を
設
け
る
の
が

よ
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
こ
の
時
、「
紙
に
自
分

の
意
見
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
指
示

を
出
す
の
は
N
G
で
す
。
参
加
者
全
員
が
や

る
気
十
分
で
発
言
力
も
あ
る
と
い
う
場
合
に

は
こ
の
指
示
で
も
う
ま
く
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
発
言
力
が
弱
い
人
は
「
自
分
の
意

絞
る
こ
と
で
す
。
私
が
こ
れ
ま
で
、
数
多
く

の
企
業
や
行
政
に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
養
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
か
ら
い
う

と
、
リ
ア
ル
会
議
に
お
い
て
参
加
者
全
員
が

自
由
に
発
言
で
き
る
人
数
は
最
大
で
4
人
。

そ
れ
以
上
の
参
加
者
が
い
る
会
議
の
場
合
は
、

必
ず
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
う
べ
き
で
す
。
ま

ず
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話
し
合
っ
た
上
で
、
全

体
の
会
議
に
移
る
と
い
う
流
れ
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
場
合
の
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

の
上
限
も
も
ち
ろ
ん
4
人
。
例
え
ば
12
人
の

会
議
の
場
合
、
ち
ょ
う
ど
半
分
の
6
人
で
2

グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
6
人
だ
と
積
極
的
に
発
言
す
る
の
は

せ
い
ぜ
い
3
〜
4
人
で
、
残
り
の
2
〜
3
人

は
発
信
力
の
あ
る
人
た
ち
に
押
さ
れ
て
「
た

だ
聞
い
て
い
る
だ
け
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
納
得
感
・
満
足
感
を
持
っ

た
合
意
形
成
は
望
め
な
い
で
し
ょ
う
。

リ
ア
ル
会
議
よ
り
発
言
し
に
く
く
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
ウ
ェ
ブ
会

議
で
は
、
な
お
さ
ら
参
加
者
全
員
が
発
言
で

き
る
環
境
づ
く
り
が
大
事
で
す
。「
リ
ア
ル

会
議
で
な
ら
自
信
を
持
っ
て
発
言
で
き
る
が
、

ウ
ェ
ブ
会
議
で
は
遠
慮
し
て
し
ま
う
」
と
い

う
人
も
多
く
、
ウ
ェ
ブ
会
議
で
積
極
的
・
主

体
的
に
意
見
を
言
え
る
人
は
か
な
り
突
出
し

た
希
少
な
人
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
考
え

て
お
い
た
ほ
う
が
確
実
で
す
。
そ
の
た
め
ウ

ェ
ブ
会
議
の
場
合
、
グ
ル
ー
プ
分
け
の
メ
ン

私
は
日
本
人
の
性
質
を
踏
ま
え
た
「
日
本
型

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
提
案
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
型
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目

的
は
、
参
加
者
全
員
が
し
っ
か
り
発
言
・
発

信
し
、
合
意
形
成
を
経
て
納
得
感
・
満
足
感

の
あ
る
結
論
に
至
る
こ
と
、
そ
の
一
点
に
あ

り
ま
す
。
で
は
、
合
意
形
成
と
は
何
か
を
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

会
議
で
結
論
を
出
す
た
め
の
手
法
と
し
て

は
、
多
数
決
が
一
般
的
で
す
。
そ
れ
自
体
は

も
ち
ろ
ん
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、

多
く
の
会
議
で
は
合
意
形
成
を
経
る
こ
と
な

く
多
数
決
で
事
を
決
め
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
合
意
」
と
は
、
反
対
意
見
が
一
つ
も
な
く
全

員
が
同
じ
結
論
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
意
見
は

違
っ
て
も
、
辿
り
着
い
た
結
論
に
反
対
で
も
、

「
皆
で
決
め
た
こ
と
だ
か
ら
納
得
感
を
も
っ
て

そ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
」
と
参
加
者
が
思
え

る
こ
と
が
目
指
す
べ
き
会
議
の
ゴ
ー
ル
、
合

意
の
基
本
な
の
で
す
。
こ
の
合
意
を
形
成
す

る
に
は
「
参
加
者
全
員
か
ら
発
言
を
引
き
出

し
、
皆
で
決
め
た
と
い
う
一
体
感
」
を
生
み

出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
環
境

づ
く
り
や
手
法
の
一
部
を
説
明
し
て
い
き
ま

す
。

・
グ
ル
ー
プ
分
け

参
加
者
全
員
が
発
言
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
ま
ず
大
事
な
の
は
、
会
議
の
人
数
を

『公務員の会議ファシリテーションの
教科書』

（釘山健一、学陽書房、2090円）

企業・行政のファシリテーター養成人として
精力的に活動する釘山 健一氏が「会議を変え
たい全ての公務員」に向けて書き下ろした一
冊。特に日本人の特性を踏まえてスキル化さ
れた「日本型ファシリテーション」のノウハウ
やポイントを、基礎から分かりやすく徹底的
に解説。その内容は公務員のみならず、広く
企業人にも大いに役立つものとなっている。
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そ
の
質
問
文
と
選
択
肢
が
共
有
さ
れ
、
回
答

で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
同
様
、
ぜ

ひ
お
試
し
い
た
だ
き
た
い
機
能
で
す
。

堅
苦
し
い
会
議
よ
り

気
軽
な
「
対
話
」
を

こ
こ
ま
で
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
問

わ
ず
、
広
く
会
議
に
お
け
る
合
意
形
成
に
役

立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
ウ
ェ

ブ
な
ら
で
は
の
機
能
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ

と
解
説
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
「
対
話
」

の
重
要
性
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
会
議
と
い
う
と
、
何
ら
か
の
課
題
を

解
決
し
た
り
重
要
事
項
の
結
論
を
出
し
た
り

す
る
た
め
に
「
意
見
を
言
い
合
う
場
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
で
す
が
、
こ
れ
に
対

し
て
対
話
と
は
「
思
い
を
語
り
合
う
」
こ
と

で
す
。
意
見
に
は
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

「
意
見
を
言
い
合
う
場
」
と
し
て
の
会
議
で
は

ど
う
し
て
も
、
参
加
者
は
何
か
思
い
つ
い
た

こ
と
が
あ
っ
て
も
気
軽
に
は
言
え
ず
、
発
言

に
慎
重
に
な
り
ま
す
し
、
発
言
内
容
に
責
任

が
問
わ
れ
る
の
で
意
見
を
言
い
に
く
く
な
り

ま
す
。

一
方
、「
思
い
を
語
り
合
う
」
な
ら
発
言

に
根
拠
な
ど
い
ら
ず
、「
何
と
な
く
」
や
思

い
つ
き
で
気
軽
に
発
言
で
き
、
責
任
も
問
わ

れ
な
い
の
で
尻
込
み
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
従
来
の
よ
う
な
堅
苦
し
い

会
議
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
対
話
の
場
を
数

多
く
重
ね
る
こ
と
が
企
業
や
行
政
の
問
題
解

決
や
組
織
改
革
に
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
何
ら
か
の
結
論
を
出
す
必
要
が

あ
る
場
合
で
も
、
ま
ず
は
日
本
型
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
対
話
の
場
を
つ
く
っ
て

互
い
に
想
い
を
語
り
合
い
、
一
体
感
を
醸
成

し
た
上
で
本
題
の
会
議
に
入
っ
て
い
く
の
が

も
っ
と
も
ス
ム
ー
ズ
だ
と
思
い
ま
す
。
当
然
、

リ
ア
ル
の
会
議
以
上
に
発
言
し
に
く
く
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
難
し
い
ウ

ェ
ブ
会
議
に
お
い
て
は
、
こ
の
対
話
や
「
全

員
発
言
」
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
非
常
に

大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
回
紹
介
し
た
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
と
と
も
に
「
気
軽
に
即

座
に
、
参
加
者
の
居
場
所
を
問
わ
ず
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
設
定
で
き
る
」
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ら

で
は
の
利
点
や
各
種
機
能
を
活
か
し
、
ぜ
ひ

対
話
を
重
ね
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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2,0002,000円分を円分を
プレゼント!プレゼント!QUOQUO
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す
。
ま
ず
設
定
す
べ
き
な
の
が
「
自
分
の
意

見
、
自
分
が
属
す
る
グ
ル
ー
プ
の
意
見
に
は

投
票
で
き
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
「
自
分
は
正
し
い
」
と
主
張
し
対

立
し
合
わ
な
い
で
済
み
ま
す
し
、
互
い
に
自

分
の
グ
ル
ー
プ
に
投
票
で
き
な
い
の
で
「
贔

屓
の
な
い
客
観
的
な
視
点
で
選
ん
だ
良
い
意

見
」
が
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
参
加
者
は
投
票
結
果
を
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
ず
、
不
満
が
出
に
く
い
と
い
う
わ
け

で
す
。
ま
た
、
結
果
を
ラ
ン
キ
ン
グ
表
で
残

す
こ
と
も
大
事
で
す
。
多
数
決
の
場
合
、
多

数
決
で
残
っ
た
も
の
と
落
ち
た
も
の
と
に
分

け
ら
れ
、
落
ち
た
も
の
は
消
え
て
な
く
な
り
、

こ
れ
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
参
加
者
の
不
満
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
投
票
結

果
の
ラ
ン
キ
ン
グ
表
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
出

さ
れ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
消
え
る
こ
と
な

く
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
全
て
の
意
見
を
大

切
に
対
等
に
扱
っ
て
い
る
証
し
と
し
て
、
参

加
者
に
納
得
感
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

ウ
ェ
ブ
会
議
の
場
合
、Z
o
o
m
な
ど
の

機
能
を
使
え
ば
、
こ
の
投
票
を
き
わ
め
て
迅

速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
方
法
は

「
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
よ
り
は
や

や
複
雑
で
す
が
、
慣
れ
れ
ば
簡
単
で
す
。
事

前
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
定
画
面
に
「
投
票
」

を
追
加
し
、
質
問
文
と
選
択
肢
を
作
成
、
会

議
中
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
「
投
票
の
起

動
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
参
加
者
全
員
に

見
」
と
言
わ
れ
る
と
「
そ
ん
な
に
し
っ
か
り

し
た
考
え
は
な
い
」
と
固
ま
っ
て
し
ま
っ
て

何
も
書
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
「
テ
ー
マ
に
つ

い
て
思
い
つ
く
こ
と
を
何
で
も
い
い
の
で
た

く
さ
ん
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
指
示
を

出
す
よ
う
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な

違
い
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

た
っ
た
こ
れ
だ
け
で
会
議
が
劇
的
に
変
わ
り

ま
す
。
何
よ
り
、「
書
く
」
に
対
す
る
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
る
こ
と
で
数
多
く
の
声
が
上
が
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
「
意
見
」
と
限
定

す
る
と
、
書
い
た
人
は
「
こ
こ
に
書
か
れ
た

こ
と
が
自
分
の
意
見
な
の
だ
」
と
そ
れ
に
捉

わ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
数
多
く
の
声

が
上
が
れ
ば
全
体
を
見
渡
し
、
客
観
的
な
姿

勢
で
話
し
合
い
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
し
、「
皆
で
意
見
を
出
し
合
っ

た
」
と
い
う
一
体
感
も
生
ま
れ
ま
す
。

・
投
票
で
決
め
る

結
論
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
多
数

決
が
一
般
的
と
述
べ
ま
し
た
が
、
実
は
そ
れ

以
外
に
も
「
投
票
」
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
多
数
決
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
参
加
者
の

不
満
が
残
り
に
く
い
の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
文
字
通

り
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
よ
い
と
思
っ
た
意

見
や
ア
イ
デ
ア
に
票
を
投
じ
、
そ
の
集
計
結

果
に
従
っ
て
結
論
を
出
す
と
い
う
方
法
で
す

が
、
や
は
り
い
く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
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地
域
や
人
、そ
し
て
職
員
を
意
識
し
た

事
務
所
経
営
を
展
開

―
税
理
士
法
人
恒
輝 

八
戸
経
営
会
計
事
務

所
の
前
身
は
父
上
の
個
人
事
務
所
だ
っ
た
そ

う
で
す
ね
。

西
川 

弥
生
代
表
社
員
（
以
下
、
敬
称
略
）　

父
は
岩
手
県
水
沢
市
（
現
奥
州
市
）
出
身
で
、

も
と
も
と
は
国
税
局
の
職
員
だ
っ
た
の
で
す

が
、
早
い
う
ち
に
決
意
を
し
て
税
理
士
と
な

り
、
32
歳
で
母
の
実
家
が
あ
る
青
森
県
八
戸

市
に
事
務
所
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
当

事
務
所
の
前
身
で
す
。

―
西
川
先
生
は
い
つ
頃
、
父
上
の
事
務
所

に
入
所
し
た
の
で
す
か
。

西
川　
「
外
の
釜
の
飯
を
食
う
こ
と
は
大
事
」

と
い
う
先
輩
の
助
言
で
、
し
ば
ら
く
は
会
計

事
務
所
に
勤
務
し
た
り
、
派
遣
に
登
録
し
て

大
企
業
の
経
理
で
働
い
て
み
た
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
36
歳
の
時
に
八
戸
に
戻
り
、
父
の

事
務
所
で
働
き
始
め
、
税
理
士
登
録
を
し
ま

し
た
。

―
東
京
で
の
業
務
と
八
戸
と
の
業
務
に
ギ

ャ
ッ
プ
は
あ
り
ま
し
た
か
。

西
川　

東
京
の
顧
問
先
は
法
人
で
し
た
。
地

方
で
す
と
、
社
長
が
給
与
の
ほ
か
に
不
動
産

所
得
が
あ
っ
て
、
所
得
税
の
申
告
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
東
京
の
都
心
の
事
務
所

で
し
た
の
で
、
給
与
所
得
だ
け
で
年
末
調
整

で
済
む
も
の
で
、
所
得
税
の
申
告
書
は
書
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

八
戸
の
顧
問
先
は
、
法
人
の
お
客
様
で
も
、

個
人
の
給
与
あ
り
、
不
動
産
所
得
あ
り
、
年

金
あ
り
、
医
療
費
控
除
あ
り
で
、
所
得
税
も

国内有数の漁業の町として知られる青森県八戸市。税理士法人恒輝 八戸経営会計事務所は創業1963年の老舗会計事務所で、
長年にわたって地域の法人・個人の経営や税務会計業務をサポートし続けています。
そこで、2代目の西川 弥生代表社員にこれまでの歩みや昨今の取り組みについて伺いました。

事務所全体で明るい雰囲気を醸成し
職員や顧問先に「安心」を提供し続けたい !!

事 務 所事 務 所 訪 問

八戸市
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地
域
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。
父
は
地
元
の
商
工
会
議
所

や
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
法
人
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な

役
職
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
そ
の
根
底
に
は
「
地
域
に
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、

実
務
に
関
し
て
も
全
て
の
人
の
相
談
に
親
身

に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
生
前
の

父
を
よ
く
知
る
人
か
ら
「
あ
な
た
の
お
父
さ

ん
は
た
び
た
び
コ
ー
ヒ
ー
を
ご
馳
走
し
て
く

れ
て
、
い
ろ
ん
な
話
を
聞
い
て
く
れ
た
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
う
い
っ
た
寄
り
添
い
方
が
父
の
持
ち

味
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

私
も
自
然
な
流
れ
で
地
域
や
人
と
の
関
係
性

を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
八
戸
に
戻
っ

て
以
降
は
各
団
体
の
女
性
部
な
ど
に
所
属
し

て
い
る
他
、
積
極
的
に
地
域
貢
献
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

父
上
の
教
え
を
守
り
な
が
ら

中
小
事
業
者
に
寄
り
添
う

―
現
在
の
事
務
所
名
を
拝
見
し
ま
す
と

「
税
理
士
法
人
恒
輝 

八
戸
経
営
会
計
事
務
所
」

で
す
が
、
税
理
士
法
人
恒
輝
と
の
関
係
性
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

西
川　

も
と
も
と
は
父
と
私
で
税
理
士
法
人

八
戸
経
営
会
計
事
務
所
を
経
営
し
て
い
た
の

で
す
が
、
父
が
2
0
1
5
年
に
亡
く
な
っ
て

含
め
て
関
与
す
る
お
客
様
で
す
。
ま
た
、
東

京
で
は
、
所
長
が
若
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

相
続
税
の
案
件
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
八
戸
に
来
て
か
ら
は
、

法
人
の
利
益
、
個
人
の
所
得
、
最
後
の
相
続

と
、
顧
問
先
の
一
生
を
見
る
必
要
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

―
東
京
で
の
業
務
経
験
が
役
立
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
し
た
か
。

西
川　

東
京
で
最
初
に
働
い
た
事
務
所
の
先

生
は
非
常
に
豪
快
な
方
で
、
そ
の
経
営
方
針

や
職
員
に
対
す
る
接
し
方
に
は
実
に
学
ぶ
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
給
与
面

で
の
対
応
で
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
の
仕
事

ぶ
り
を
正
確
に
把
握
し
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
職
員
に
は
し
っ
か
り
と
還
元
す
る
と
い
う

ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
お
り
、
私
の
給
与
に
つ

い
て
も
1
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
大
幅
に
引

き
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

素
晴
ら
し
い
手
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
私

の
事
務
所
経
営

に
も
で
き
る
だ

け
取
り
入
れ
る

よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

―
父
上
に
は

ど
う
い
っ
た
こ

と
を
学
び
ま
し

た
か
。

西
川　

父
に
は

か
ら
は
税
理
士
が
私
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
し
ば
ら
く
西
川
弥
生
税
理
士
事
務

所
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
で
は
私
に
何
か
あ
っ
た
時
に
顧
問
先
や

職
員
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

漠
然
と
「
他
の
税
理
士
法
人
や
会
計
事
務
所

と
一
緒
に
な
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い

か
」
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
り
が
た
い

こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
最
終
的
に
東
京
に
拠
点
を
持
つ
税
理

士
法
人
恒
輝
に
加
わ
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

―
他
の
税
理
士
法
人
に
参
画
す
る
に
あ
た

っ
て
、
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

西
川　

現
状
、
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
社
員
研
修
や
旅
行
な
ど
で
税

理
士
法
人
内
の
他
事
務
所
と
一
緒
に
な
る
機

会
が
増
え
た
こ
と
で
、
職
員
た
ち
が
自
分
た

ち
の
日
頃
の
業
務
体
制
や
職
場
環
境
を
客
観

視
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
側
面
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
当
事

務
所
で
は
こ
れ
ま
で
社
員
旅
行
で
国
内
外
に

行
く
な
ど
福
利
厚
生
に
力
を
入
れ
て
き
た
の

で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

―「
熱
意
」「
創
造
」「
感
謝
」
と
い
う
社

訓
、
そ
し
て
「
基
本
は
法
律
」「
進
化
す
る
仕

事
」「
期
限
の
利
益
」「
善
管
注
意
業
務
」
と

い
っ
た
行
動
指
針
を
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

西
川　

い
ず
れ
も
父
が
策
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
今
も
当
事
務
所
が
大
切
に
し
続
け
て
い

る
こ
と
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た

モ
ッ
ト
ー
の
下
、
当
事
務
所
で
は
「
会
計
顧

問
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
方
針
で
顧
問
先
支
援

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
年
に
1
回
の

決
算
対
応
だ
け
で
な
く
、
顧
問
先
の
自
計
化

を
推
進
し
そ
の
経
営
指
標
を
読
み
解
く
こ
と

で
、
経
営
改
善
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

う
と
い
う
主
旨
の
も
の
で
、
ご
要
望
を
い
た

だ
い
た
顧
問
先
に
対
し
て
は
規
模
や
業
種
、

設
立
時
期
を
問
わ
ず
、
こ
の
指
針
に
則
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
顧
問
先
の
業
種
な
ど
に
特
色
は
あ
り
ま

す
か
。

西
川　

八
戸
漁
港
が
国
内
有
数
の
漁
獲
量
を

誇
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
漁
業
や
水
産
加
工
業

に
関
連
す
る
事
業
者
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体

的
に
は
業
種
偏
り
な
く
担
当
し
て
い
ま
す
。

あ
と
、
先
述
し
た
よ
う
に
中
小
事
業
者
が
多

く
、
東
北
地
方
の
商
工
会
議
所
の
中
で
も
4

番
目
に
会
員
が
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
う
い
っ
た
中
小
事
業
者
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

西
川　

代
表
者
の
性
格
や
個
性
と
こ
ち
ら
の

担
当
職
員
の
相
性
が
良
い
の
か
ど
う
か
と
い

っ
た
点
に
は
注
意
を
払
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
い
か
に
良
質
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て

い
て
も
、
相
性
が
い
ま
一
つ
と
い
う
だ
け
で

末
永
い
お
付
き
合
い
に
な
ら
な
い
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
何
か
し
ら
の
予
兆
を
感
じ
た
ら
、

昨年12月に完成した新しいオフィスです
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チ
協
会
が
設
立
し
た
際
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
も
あ
り
、
当
初
か
ら
協
会
が
認

定
の
経
営
コ
ー
チ
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て

顧
問
先
と
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
経
営
コ

ー
チ
に
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
と
い
っ
た
経
営
の
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
経

営
者
に
寄
り
添
い
、
伴
走
し
な
が
ら
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
ス
タ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す

が
、
ま
さ
に
そ
れ
は
父
や
私
が
大
切
に
し
て

き
た
中
小
事
業
者
と
の
接
し
方
で
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
事
務
所
全
体
で
そ
の
ス
タ
ン
ス

を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
職
員
に
も
そ
の
考

え
方
を
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
、

今
も
月
に
1
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
有
志
を

募
り
、
私
と
一
緒
に
日
本
経
営
コ
ー
チ
協
会

の
研
修
を
受
講
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
そ
の
他
、
事
務
所
経
営
に
あ
た
っ
て
注

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

西
川　

社
内
研
修
の
一
つ
と
し
て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

研
究
所
の
佐
藤 

茂
則
先
生
に
研
修
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
代
表
で
あ
る
私

の
精
神
状
態
が
事
務
所
や
職
員
一
人
ひ
と
り

の
雰
囲
気
に
影
響
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

が
顧
問
先
に
も
影
響
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
の

で
、
今
は
私
自
身
が
率
先
し
て
明
る
く
、
楽

し
そ
う
に
仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
お
か
げ
で
、
最
近
は
職
員
の
自
主
性

も
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
し
、
事
務
所
の
雰

囲
気
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
る
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

担
当
を
交
代
す
る
な
ど
先
回
り
し
て
対
応
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

西
川　

中
小
事
業
者
の
中
に
は
税
理
士
以
外

の
士
業
と
接
点
を
持
っ
て
い
な
い
方
も
い
ま

す
の
で
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
地

域
の
駆
け
込
み
寺
と
し
て
即
座
に
幅
広
い
質

問
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

所
長
が
率
先
し
て
取
り
組
む

明
る
い
雰
囲
気
づ
く
り

―
一
般
社
団
法
人
日
本
経
営
コ
ー
チ
協
会

が
認
定
し
て
い
る
「
経
営
コ
ー
チ
認
定
事
務

所
」
で
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

西
川　

私
は
2
0
0
8
年
に
日
本
経
営
コ
ー

―
昨
今
、
顧
問
先
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
か
。

西
川　

相
続
税
の
対
象
金
額
が
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
で
、
多
く
の
中
小
事
業
者
か
ら
相

談
が
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と
、
最

近
の
動
向
を
見
る
と
、
中
小
事
業
者
間
で
の

M
＆
A
が
活
発
化
し
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま

す
。
し
か
も
、
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
手
軽
に
M
＆
A
の
情
報
を
得
ら
れ
る
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
自
ら
売
り
手
・
買
い
手
を

見
つ
け
て
く
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
悪
化
、
経
営
者
の
高

齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
今
後
も
さ
ら
に
こ
の

傾
向
は
顕
著
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、

中
小
事
業
者
と
は
い
え
、
で
き
る
だ
け
事
前

に
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
な
ど
を
行
っ
た
ほ

う
が
よ
い
の
で
、
今
後
は
そ
う
い
っ
た
動
向

に
も
注
意
を
払
い
、
で
き
る
限
り
M
＆
A
に

ま
つ
わ
る
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
よ
う
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

西
川　

無
理
に
業
務
を
拡
大
す
る
こ
と
な
く
、

職
員
や
顧
問
先
に
「
安
心
」
を
提
供
し
続
け

ら
れ
る
事
務
所
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
端
緒
と
す
る
物
価
高
騰
に

関
し
て
も
、
職
員
に
特
別
手
当
を
支
給
す
る

な
ど
し
て
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

西川先生の父上は1963年から税理士とし

て活躍されていましたが、当の西川先生ご

自身は税理士になろうと思っていなかったと

いいます。ところが、高校2年生の時の担

任から「お父さんの会計事務所は誰が継ぐ

のか」と聞かれたのを機に、「いつかは事務

所を承継した方が良いのではないか」と考え

るようになり、大学では経営学を専攻して

簿記などを学ぶことに。その後、大学のゼ

ミの先生からのアドバイスで大学院に進学

し、資格を取得します。先輩税理士から「実

家だけでなく、他の会計事務所の業務内容

なども見たほうがいい」とアドバイスされた

こともあって、10年近く東京の会計事務所

で勤務した後に八戸市に戻り、36歳の時か

ら父上と一緒に働き始めることになったそう

です。

税理士までの歩み

さまざまなことを糧としながら地域の事業者を支援する
西川 弥生先生
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場がある岩手県盛岡市。雄大な
岩手山のすそ野に広がり、中心
部を北上川や中津川などが流れ
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碑があります。他にも歴史ある
建物が多く残り、散策するには
絶好の街です。

「盛岡市街地を望む」
（岩手県盛岡市）
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ミロク会計人会

保
存
の
「
義
務
化
」
の
部
分
を
軸

と
す
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
タ
イ

ム
ス
タ
ン
プ
付
与
な
ど
を
行
う
か
、

そ
う
で
な
い
方
法
を
と
る
か
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
に
複
数
の
選
択
肢
が
あ

る
。
こ
れ
に
各
シ
ス
テ
ム
会
社
か

ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
対
応
ソ
フ
ト

が
ど
の
部
分
を
補
完
し
て
い
る
の

か
、
費
用
面
の
違
い
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
な
ど
を
考
え
る
と
キ

リ
が
な
い
。

結
局
、M
J
S
ユ
ー
ザ
ー
の
私

と
し
て
は
、M
J
S
か
ら
良
い
ソ

フ
ト
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
の
で
、

顧
問
先
に
は
ま
ず
M
J
S
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
他
社
ソ
フ
ト
と
の
違
い

の
説
明
と
な
る
と
、
や
は
り
電
帳

法
対
応
を
体
系
的
に
理
解
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
顧
問

先
に
対
し
て
、
対
応
ソ
フ
ト
を
導

入
す
る
、
し
な
い
も
含
め
て
、
選

択
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
。

職
務
上
、
今
ま
で
も
顧
問
先
に

選
択
を
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い

場
面
は
多
く
あ
っ
た
が
、
今
後
も

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
開
始
な
ど
に

伴
い
、
選
択
を
求
め
る
場
面
は
よ

り
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
そ
の

ま
ま
当
て
は
め
て
よ
い
も
の
か
ど

う
か
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
多

く
の
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
が

顧
問
先
の
た
め
に
な
る
と
い
う
考

え
方
を
少
し
修
正
し
て
、
単
純
に

選
択
肢
を
提
示
す
る
だ
け
で
な
く
、

多
す
ぎ
る
選
択
肢
を
良
い
判
断
と

決
断
が
で
き
る
よ
う
に
適
切
に
絞

る
、
と
い
う
提
案
も
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

行
動
経
済
学
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
理
論
の
中
に
、「
選
択
肢
が
多
す

ぎ
る
と
選
べ
な
い
（
ジ
ャ
ム
の
法

則
）」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

人
は
、
品
揃
え
が
多
す
ぎ
る
と

買
い
づ
ら
く
な
る
、
か
え
っ
て
品

揃
え
が
少
な
い
ほ
う
が
購
買
率
も

上
が
る
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
だ
。

選
択
肢
が
な
い
の
も
困
る
が
、

あ
り
過
ぎ
る
と
逆
に
選
ぶ
こ
と
に

疲
れ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
心

理
状
態
に
な
る
と
い
う
。

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
開

く
と
、
電
子
帳
簿
保
存
法
（
電
帳

法
）
対
応
ソ
フ
ト
の
広
告
が
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
。
義
務
化
の
猶

予
期
間
も
1
年
以
上
あ
る
と
は
い

え
、
1
日
1
日
と
そ
の
期
間
が
縮

ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
電
帳
法
対
応
に
関
し
て
厄

介
な
の
は
、
対
応
に
選
択
肢
が
多

い
と
い
う
こ
と
だ
。

電
子
帳
簿
・
ス
キ
ャ
ナ
保
存
の

「
で
き
る
化
」、
電
子
取
引
デ
ー
タ

「選択肢が多すぎると
選べない」

MJSより
製品解説の動画などを
YouTubeで配信中！

MJS YouTube
公式チャンネル

岩手県盛岡市　植田 良実
東北ミロク会計人会
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日立ビジネス向けPC

HP EliteDesk 800 G6 DM/CT
拡張性を確保した省スペース筐体

高いセキュリティ・管理性を備えた小型デスクトップPC

用途に合わせたさまざまな設置方法

高さ34mm、容量わずか
約1リットルの小型筐体に
高いセキュリティ・管理性を凝縮。
USB3.2ポート6基と
USB Type-CTM ポート1基を搭載。
小型筐体ながら利用シーンに
合わせた周辺機器との
高い接続性を確保

設置場所を選ばない小型筐体。
オプションのマウントブラケットを
使用頂ければ、PC本体の設置スペースを
実質ゼロにすることが可能。
省スペース性を生かし、
ベースモデルとしてもご利用できます。 

・本資料に記載の会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。画面表示をはじめ、
製品仕様は、改良のため変更することがあります。

・本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法の規制ならびに米国の輸出管理
規則など外国の輸出関連法規をご確認のうえ、
必要な手続きをお取りください。

詳しい情報は
こちらのQRコード
からご覧ください

※上記以外のスペックのご準備もございます。

※モニタ、マウントブラケット、外付けDVDライターは別売となります。
※モニタの種類によって使用するマウントブラケットが異なります。別途お問合せ下さい

800G6 DMと800G6 SFの主なハードスペック比較

800G6 DM 800G6 SF
CPU Corei5-10500T (3.0GHz) Corei5-10500 (3.1GHz)
メモリ 8GB 8GB
ディスク 256GB SSD 256GB SSD

© Hitachi, Ltd. 2022. All rights reserv ed.

800G6 DM

800G6 SF

338mm

177mm

100mm

34mm




